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職場実態や労働実感、生活実感、全く何も考えられていない会社回答であ

るから到底納得できない！ 

昨年からの奮闘の評価がたった 0.12 ヶ月プラスなのは納得できない。モ

チベーションもない。2019年以来、支給額が 100万円を超えたと強調して

いるがそんな宣伝には騙されない。魅力のない会社に人材は集まらない。 

あまりにも低すぎる。モチベーション維持・向上にならない。離職も止まらない。 

社員の労働実感や生活実感を考えているのかと思う回答である。夏季一時

金の交渉時にあった利益の上方修正を年末手当に反映させないことはな

いと言っていたが会社は我々の努力を何も考えないのかと怒りを感じる。 

業務部速報の会社回答を見て、ここ最近で 1番腹が立った。組合員・社員

を軽視している姿勢を非常に強く感じた。労働実感に対して年末手当がこ

れでは、やる気が完全に無くなってしまった。魅力は何一つありません。 

 

賃金が労働実感に対して見合ってない。構造改革の進展と成果、物価上昇

に対して 0.1ヶ月は社員の努力、生活を軽視している！ 

なぜこの回答になるのか疑問だ｡コロナ前まで戻しているのに昨年の支給

と大して変わらないのは何故なのか？納得いっていない｡ 


